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いたものである。《The Way of the Fool》は、規格外の大きさながらも私秘的なタロットデッキの作品
である。《Bites from the Floating World》は浮世絵の版画から摘出された視覚要素の図録であり、そ
れらの要素の歴史的意味を保ちつつ、それらを現代へと移し替えるものである。《Dark Alchemy Or... The 
Positive Pulse Wave Amplitude Responses to Cocoa》は、墨による伝統的な日本の絵巻物を、心拍を
記録したグラフへと模したものである。 






























































































したThe Primal Scene、性交のシーンを記録したMRI画像からイメージを取ったThe Primal Scene: 






    
 
アトリスの制作スタイルは、シリーズ作品のための徹底したリサーチと技術習得を行い、イメージ実現
のためにそれらを単純化していく、いわば棚上げにするような営みだった。そこには遊びとしてのアー
トと幼い子供が抱くような他愛のない悪意が、根底に流れているようだ。 
 作品の変遷とその開発プロセスが論文おいて語られる。医学自然科学に関わるイメージと幼少期治療
院を営む家庭環境で発見し続けた医療書籍にある図版が作家の方法を決定づけていった。これらの図版
には道徳観念上のタブーを超越して善悪のあちら側にあるイメージが展開し、子供は純粋に享受する。
外界で道徳と遭遇したとき表現する動機としての遊び、悪だくみが芽生えるという物語である。タブー
をタブーとして捉えられない子供が、ポルノ雑誌の紙片で折り紙をすれば、大人は苦笑するしか無く、
皮肉とユーモアが混在する。同時に表現様式の転換点についても軽やかに語られている。博物誌的な興
味から病の症例のイメージ、そこで用いられる手法と素材が新たな主題を導き出し手法や素材も変化し
ていく。この論文は一人の作家の豊かな物語を描き出したといえる。 
 提示された作品群THE EDUCATIONALシリーズが、作者の現在であるとするなら、何がこれらをアートと
しているのかを、論文では過去の出来事としての制作と作品を語り、突端である現在を浮かび上がらせ
る。強いイメージとして現れる作品は手法の他愛なさ、遊びと悪だくみとが相まって謎を出現させた。
謎に強度を与える豊かなストーリーを描き出すことで作品、論文ともに質の高いものになったと言える。 
 以上の事から本審査グループは、課程博士学位審査に提出された作品群、論文が総合的に博士号取得
に充分な内容、形式を備えた表現に達していると判断する。 
